
夏休み、小さな一歩から! 

令和元年7月22日 

 第 1学期 終業式より 

 

●夏休み 

夏休みは、いい。 普段よりも、束縛されることが少ない、自由な時間が多い。 

けれども、だからこそ、自分の意志の強さが問われるとき。 

自分を律せるか、安易に流れるか。過ごし方次第で、大きく差がつく。 

特に 3年生、この夏は、進路実現に向けての正念場。しっかり取り組もうな。 

先生や友達の力を借りてもいいから、自分の進路をつかみ取ってください。 

2年生、1年生も、伸び伸びと、思いっきり、力を発揮してください。 

 

●小さなことから（2 番目に願うこと） 

大リーグを引退したイチローさんは、以前こう言っていました。 

「小さなことを積み重ねていくことが、とんでもないところに辿り着くただ一つの道」 

また、別の人の言葉に「夢は追いかければ追いつく」とある。  

夢は近づくと目標に変わる。 

まず手の届く目標を立て、ひとつひとつクリアしていく。 

すると、最初は手が届かないと思っていた夢も一つの目標となり、 

やがて手が届くようになる。 

先日、小池祐貴選手が、男子100mで9’98’’、日本人3人目の9秒台。 

もう 9秒台があたり前の時代になりそうです。 

また、50年前、人類が初めて月に立った。1969年 7月 21日 11時 56分（日本時間） 

アポロ11号、アームストロング船長が月面「静かの海」に左足から降り立った。 

「これは一人の人間にとっては小さな一歩だが、人類にとっては大きな一歩（飛躍）だ」 

今は、民間の企業が宇宙産業を引っ張っていく時代になった。 

この夏、小さな一歩から始めてみてください。  

 

●安全（1番目に願うこと） 

部活動の最中に熱中症、高校生の水の事故・交通事故、こんなニュースを見聞きすると 

ドキッとする。皆さんは、決して無理・無茶しないこと。 

そして、２学期に元気な顔で会うことを約束してください。 

 

●自己ベストな夏 

皆さんが自己ベストな夏を過ごし、一回りも二回りも逞しくなることを期待して、 

第１学期 終業式の言葉とします。 

よい夏休みを。 

 


